
埼玉県
カスタマーハラスメント防止条例

が施行されました

上手に意見を伝えるための５つのポイント*

１

彩の国
埼玉県

⚫ カスハラ問題への関心と理解を深める

⚫ 就業者に対する言動に必要な注意を払う

⚫ 県が実施するカスハラ防止施策に協力する

カスタマーハラスメント（カスハラ）防止の基本理念や県、顧客等、
事業者、就業者等の責務などを定めた条例が施行されました。

顧客等（消費者）は、次の事項に努めることとされています。

～あなたがカカススハハララのの加加害害者者ととななららなないいために～

ひと呼吸、おこう
感感情情的的なな言言動動ににななららなないいよよううにに、、ままずずははひひとと呼呼吸吸おおいいてて冷冷静静にに。。
気気持持ちちをを落落ちち着着けけままししょょうう。。

２
具体的に伝えよう
何何をを、、どどののよよううににししてて欲欲ししいいののかか、、ままたた、、そそのの理理由由ににつついいてて、、相相手手にに
わわかかるるよよううにに具具体体的的にに伝伝ええままししょょうう。。暴暴力力やや暴暴言言はは論論外外でですす。。

３
相手の話を最後まで聞こう
一一方方的的にに話話ををししてていいまませせんんかか。。相相手手のの言言いい分分やや理理由由をを最最後後ままででししっっかかりり
聞聞いいてて、、理理解解すするるよよううににししままししょょうう。。

埼玉県のマスコット
「コバトン＆さいたまっち」

４

５

相手（従業員等）の立場を理解しよう
担担当当者者にによよっっててははすすぐぐにに対対応応ががででききなないい場場合合ががああるるかかももししれれまませせんん。。

相手に敬意を持って接しよう
顧顧客客もも従従業業員員もも同同じじ「「人人間間」」でですす。。行行きき過過ぎぎたた言言動動にに
よよっってて傷傷つついいててししままいいまますす。。おお互互いいにに敬敬意意をを持持っってて、、
相相手手をを思思いいややっってて、、尊尊重重しし合合ううここととがが大大切切でですす。。

＊消費者庁啓発冊子「ほのぼのと考えよう カスハラってなんのこと？」より引用

令和８年７月１日施行


